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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関する操作を行う音響調整卓にお
いて、
　前記音響調整卓の操作パネル上に配置された複数のディスプレイ領域であって、それぞ
れ、所定の複数個のチャンネルの情報を同時に表示するポップアップ画面を１つずつ表示
可能なものと、
　前記ディスプレイ領域毎に、前記ポップアップ画面の表示指示を受け付ける表示指示手
段と、
　前記表示指示を受け付けたときに、今回表示指示されたポップアップ画面を、前記複数
のディスプレイ領域に表示できるか確認する確認手段と、
　１つのディスプレイ領域にしかポップアップ画面を表示できない場合、今回表示指示を
受け付けた１つのディスプレイ領域に、当該表示指示された１つのポップアップ画面を表
示し、且つ、１つのポップアップ画面に表示する所定の複数個のチャンネルを選択するた
めの１画面用のチャンネル選択スイッチを当該１つのポップアップ画面に表示し、他方、
前記複数のディスプレイ領域にポップアップ画面を表示できる場合、前記複数のディスプ
レイ領域のそれぞれに、前記表示指示されたポップアップ画面を１つずつ表示し、且つ、
該複数のディスプレイ領域に表示されたポップアップ画面のそれぞれに表示する所定の複
数個のチャンネルを、複数画面分まとめて選択するための複数画面用のチャンネル選択ス
イッチを、当該複数のポップアップ画面のそれぞれに表示するポップアップ画面表示手段
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と、
　前記１画面用のチャンネル選択スイッチが操作されたときに、前記１つのポップアップ
画面の表示内容を、当該操作された１画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複
数個のチャンネルの情報に変更し、他方、前記複数画面用のチャンネル選択スイッチが操
作されたときに、前記複数のポップアップ画面の表示内容を、当該操作された複数画面用
のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複数個のチャンネルの情報に、それぞれ変更す
るチャンネル選択手段
を備えることを特徴とする音響調整卓。
【請求項２】
　前記１画面用のチャンネル選択スイッチが、前記所定の複数個のチャンネルストリップ
を表すチャンネルストリップ画像を１画面分表示するものであり、
　前記複数画面用のチャンネル選択スイッチが、前記所定の複数個のチャンネルストリッ
プを表すチャンネルストリップ画像を、前記複数画面分表示するものである請求項１に記
載の音響調整卓。
【請求項３】
　前記１画面用のチャンネル選択スイッチが、チャンネル番号の連続する所定の複数個の
チャンネルを選択するものであり、
　前記複数画面用のチャンネル選択スイッチが、前記複数のディスプレイ領域に表示され
たポップアップ画面のそれぞれに表示される所定の複数個のチャンネルとして、チャンネ
ル番号が連続するチャンネル群を選択するものである請求項１又は２に記載の音響調整卓
。
【請求項４】
　複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関する操作を行う音響調整卓であ
って、複数のディスプレイ領域を有し、それぞれ、所定の複数個のチャンネルの情報を同
時に表示するポップアップ画面を１つずつ表示可能である音響調整卓を制御するためのコ
ンピュータに、
　前記ディスプレイ領域毎に、前記ポップアップ画面の表示指示を受け付ける表示指示手
順と、
　前記表示指示を受け付けたときに、今回表示指示されたポップアップ画面を、前記複数
のディスプレイ領域に表示できるか確認する確認手順と、
　１つのディスプレイ領域にしかポップアップ画面を表示できない場合、今回表示指示を
受け付けた１つのディスプレイ領域に、当該表示指示された１つのポップアップ画面を表
示し、且つ、１つのポップアップ画面に表示する所定の複数個のチャンネルを選択するた
めの１画面用のチャンネル選択スイッチを、当該１つのポップアップ画面に表示し、他方
、前記複数のディスプレイ領域にポップアップ画面を表示できる場合、前記複数のディス
プレイ領域のそれぞれに、前記表示指示されたポップアップ画面を１つずつ表示し、且つ
、該複数のディスプレイ領域に表示されたポップアップ画面のそれぞれに表示する所定の
複数個のチャンネルを、複数画面分まとめて選択するための複数画面用のチャンネル選択
スイッチを、当該複数のポップアップ画面のそれぞれに表示するポップアップ画面表示手
順と、
　前記１画面用のチャンネル選択スイッチが操作されたときに、前記１つのポップアップ
画面の表示内容を、当該操作された１画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複
数個のチャンネルの情報に変更し、他方、前記複数画面用のチャンネル選択スイッチが操
作されたときに、前記複数のポップアップ画面の表示内容を、当該操作された複数画面用
のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複数個のチャンネルの情報に、それぞれ変更す
るチャンネル選択手順
を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 5454405 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

　本発明は、複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関する操作を行う音響
調整卓に関し、詳しくは、操作パネルに配置されたディスプレイ領域にポップアップ画面
を表示するものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から知られるデジタルオーディオミキサにおいて、コンソール（操作パネル）にデ
ィスプレイを配置し、ディスプレイにベース画面を開き、ベース画面に複数のチャンネル
について、各種設定パラメータの一部主要なものを並べて表示するものがあった。ユーザ
は、ベース画面の情報を参照し、複数チャンネル間のバランスを確認しながらパラメータ
の値を調整できた。また、従来のミキサにおいて、ベース画面の上にポップアップ画面を
開き、ポップアップ画面に特定の信号処理機能について各種設定パラメータの値を詳細に
表示するものがあった。ユーザは、ポップアップ画面を用いて、特定の機能の各種設定パ
ラメータの値を詳細に調整できた（例えば下記特許文献１を参照）。更に、従来のポップ
アップ画面には、チャンネル選択スイッチで選択された８個のチャンネルに関する特定信
号処理機能の各種設定パラメータを同時に表示及び編集できるものがあった（例えば、下
記非特許文献１の１０５，１０６ページを参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７‐０７４６２３号公報
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】"DIGITAL MIXING CONSOLE M7CL取扱説明書"、［online］、２００５年
作成、ヤマハ株式会社、［平成２２年４月１９日検索］、インターネット〈URL：http://
www2.yamaha.co.jp/manual/pdf/pa/japan/mixers/m7cl_ja_om_e0.pdf〉
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願人はミキサの操作パネルに２つのディスプレイを並べて配置する構成を提案して
いる。この構成を採用した場合、２つのディスプレイのそれぞれに８個のチャンネルの情
報を表示するポップアップ画面を表示すれば、２つのポップアップ画面を使って１６個の
チャンネルの情報を表示及び編集できるようになる。
　２つのポップアップ画面を使って１６個のチャンネルの情報を表示するよう構成した場
合、ポップアップ画面に表示するチャンネル群を変更するときに、従来のようにポップア
ップ画面毎にチャンネルを選択する構成（チャンネル選択単位が１画面毎の構成）では、
チャンネル選択作業をポップアップ画面毎に個別に行わなければならず、手間がかかり不
便だった。
　また、２つのポップアップ画面を使うにしても、常に、２つのポップアップ画面を使っ
て１とまとりの１６チャンネルを表示するとは限らない、言い換えれば、２つのポップア
ップ画面に表示するチャンネル群のまとめて変更可能とは限らないので、単純に、ポップ
アップ画面に表示するチャンネル群を選択するためのチャンネル選択単位を２画面分とし
てしまうことも好ましくない。
　つまり、複数のディスプレイを使って複数のポップアップ画面をまとめて表示できる構
成を採用した場合には、ポップアップ画面の利用状況に応じて、適切なチャンネル選択単
位（チャンネル数）が変化しうるため、従来の技術は、ポップアップ画面に表示するチャ
ンネル群の選択作業を、簡単、迅速且つ正確に行うには不十分であった。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑みてなされたもので、複数のディスプレイを使って複数のポッ
プアップ画面をまとめて表示できる構成において、ポップアップ画面におけるチャンネル
選択作業が簡単、迅速且つ正確に行えるようにした音響調整卓を提供することを目的とす



(4) JP 5454405 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関する操作を行う音
響調整卓において、前記音響調整卓の操作パネル上に配置された複数のディスプレイ領域
であって、それぞれ、所定の複数個のチャンネルの情報を同時に表示するポップアップ画
面を１つずつ表示可能なものと、前記ディスプレイ領域毎に、前記ポップアップ画面の表
示指示を受け付ける表示指示手段と、前記表示指示を受け付けたときに、今回表示指示さ
れたポップアップ画面を、前記複数のディスプレイ領域に表示できるか確認する確認手段
と、１つのディスプレイ領域にしかポップアップ画面を表示できない場合、今回表示指示
を受け付けた１つのディスプレイ領域に、当該表示指示された１つのポップアップ画面を
表示し、且つ、１つのポップアップ画面に表示する所定の複数個のチャンネルを選択する
ための１画面用のチャンネル選択スイッチを、当該１つのポップアップ画面に表示し、他
方、前記複数のディスプレイ領域にポップアップ画面を表示できる場合、前記複数のディ
スプレイ領域のそれぞれに、前記表示指示されたポップアップ画面を１つずつ表示し、且
つ、該複数のディスプレイ領域に表示されたポップアップ画面のそれぞれに表示する所定
の複数個のチャンネルを、複数画面分まとめて選択するための複数画面用のチャンネル選
択スイッチを、当該複数のポップアップ画面のそれぞれに表示するポップアップ画面表示
手段と、前記１画面用のチャンネル選択スイッチが操作されたときに、前記１つのポップ
アップ画面の表示内容を、当該操作された１画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所
定の複数個のチャンネルの情報に変更し、他方、前記複数画面用のチャンネル選択スイッ
チが操作されたときに、前記複数のポップアップ画面の表示内容を、当該操作された複数
画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複数個のチャンネルの情報に、それぞれ
変更するチャンネル選択手段を備えることを特徴とする音響調整卓。音響調整卓である。
【０００８】
　また、本発明は、複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関する操作を行
う音響調整卓であって、複数のディスプレイ領域を有し、それぞれ、所定の複数個のチャ
ンネルの情報を同時に表示するポップアップ画面を１つずつ表示可能である音響調整卓を
制御するためのコンピュータに、前記ディスプレイ領域毎に、前記ポップアップ画面の表
示指示を受け付ける表示指示手順と、前記表示指示を受け付けたときに、今回表示指示さ
れたポップアップ画面を、前記複数のディスプレイ領域に表示できるか確認する確認手順
と、１つのディスプレイ領域にしかポップアップ画面を表示できない場合、今回表示指示
を受け付けた１つのディスプレイ領域に、当該表示指示された１つのポップアップ画面を
表示し、且つ、１つのポップアップ画面に表示する所定の複数個のチャンネルを選択する
ための１画面用のチャンネル選択スイッチを、当該１つのポップアップ画面に表示し、他
方、前記複数のディスプレイ領域にポップアップ画面を表示できる場合、前記複数のディ
スプレイ領域のそれぞれに、前記表示指示されたポップアップ画面を１つずつ表示し、且
つ、該複数のディスプレイ領域に表示されたポップアップ画面のそれぞれに表示する所定
の複数個のチャンネルを、複数画面分まとめて選択するための複数画面用のチャンネル選
択スイッチを、当該複数のポップアップ画面のそれぞれに表示するポップアップ画面表示
手順と、前記１画面用のチャンネル選択スイッチが操作されたときに、前記１つのポップ
アップ画面の表示内容を、当該操作された１画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所
定の複数個のチャンネルの情報に変更し、他方、前記複数画面用のチャンネル選択スイッ
チが操作されたときに、前記複数のポップアップ画面の表示内容を、当該操作された複数
画面用のチャンネル選択スイッチに基づく所定の複数個のチャンネルの情報に、それぞれ
変更するチャンネル選択手順を実行させるプログラムとして構成及び実施することができ
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ポップアップ画面を１画面だけ表示する場合には１画面用のチャンネ
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ル選択スイッチを表示し、他方、ポップアップ画面を複数画面まとめて表示する場合には
複数画面用のチャンネル選択スイッチを表示することで、ポップアップ画面の利用状況に
応じてチャンネル選択単位を常に最適な状態に保つことができる。そして、複数のポップ
アップ画面がまとめて表示されている場合には、複数のポップアップ画面のうちいずれか
１つにて複数画面用チャンネル選択スイッチを操作するだけで、複数のポップアップ画面
に表示する所定の複数個のチャンネルの情報をまとめて変更できる。従って、複数のディ
スプレイを使って複数のポップアップ画面をまとめて表示できる構成において、ユーザは
チャンネル選択単位を意識することなく、簡単、迅速且つ正確に、複数のポップアップ画
面に表示すべき多数のチャンネルを選択できるようになるという優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る音響調整卓の一実施形態であるデジタルオーディオミキサの構成例
を示すブロック図。
【図２】図１のデジタルオーディオミキサにおける信号処理構成を説明するブロック図。
【図３】図１のデジタルオーディオミキサのコンソール（操作パネル）構成例を説明する
図。
【図４】ポップアップ画面起動処理を説明するフローチャート。
【図５】ディスプレイに表示されたポップアップ画面を説明する図。
【図６】２画面用のチャンネル選択スイッチを説明する図。
【図７】チャンネル選択スイッチの操作に応じたチャンネル選択処理を説明するフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明に係る音響調整卓の一実施形態であるデジタルオーディオミキサについ
て、添付図面を参照して、説明する。
【００１２】
　図１は、この発明に係る音響調整卓を適用したデジタルオーディオミキサ（「デジタル
ミキサ」又は、単に「ミキサ」とも言う）のハードウェア構成を示すブロック図である。
デジタルミキサ１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit、中央処理装置）１０、フラッ
シュメモリ１１、ＲＡＭ（Random Access Memory、ランダムアクセスメモリ）１２、波形
入出力インターフェース（波形Ｉ／Ｏ）１３、信号処理部（ＤＳＰ（Digital Signal Pro
cessing）部）１４、操作子１５、電動フェーダ１６、表示器１７、及び、その他Ｉ／Ｏ
１８を備え、各構成要素がバスライン１９を介して接続される。
【００１３】
　ＣＰＵ１０は、フラッシュメモリ１１又はＲＡＭ１２に記憶された制御プログラムを実
行して、デジタルミキサ１の全体動作を制御する。フラッシュメモリ１１は、ＣＰＵ１０
が実行する各種のプログラムや各種のデータなどを格納した不揮発性メモリである。フラ
ッシュメモリ１１には、信号処理に用いる全てのパラメータの現在の設定値（カレントデ
ータ）を記憶したカレントメモリが設けられている。ＲＡＭ１２は、ＣＰＵ１０が実行す
るプログラムのロード領域やワーク領域に使用する揮発性メモリである。
【００１４】
　波形Ｉ／Ｏ１３は、オーディオ信号を入出力するためのインターフェースであって、図
中の矢印で示すように、アナログオーディオ信号やデジタルオーディオ信号を外部機器か
ら入力するための複数の入力ポート、アナログオーディオ信号やデジタルオーディオ信号
を外部機器へ出力するための複数の出力ポートを含む。波形Ｉ／Ｏ１３は、さらに、アナ
ログデジタル変換（ＡＤ変換）、デジタルアナログ変換（ＤＡ変換）、及びデジタル変換
（フォーマット変換）を行うための機構を含む。
【００１５】
　ＤＳＰ部１４は、ＣＰＵ１０の指示に基づいて各種のマイクロプログラムを実行するこ
とにより、カレントメモリに記憶された各種のパラメータのカレントデータに基づいて、
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波形Ｉ／Ｏ１３経由で外部機器から入力されたオーディオ信号に対するデジタル信号処理
を行い、処理後のオーディオ信号を波形Ｉ／Ｏ１３経由で外部機器へ出力する。ＤＳＰ部
１４が実行する信号処理は、ミキシング処理、効果付与処理及び音量レベル制御処理等で
ある。
【００１６】
　操作子１５、電動フェーダ１６、及び表示器１７は、ミキサ１の操作卓（コンソール）
の操作パネル上に設けられたユーザインターフェースである。表示器１７は、表示パネル
に対するタッチ操作による入力が可能なタッチパネル式ディスプレイにより構成され、Ｃ
ＰＵ１０からバス１９を介して与えられた表示制御信号に基づいて各種画面を表示できる
。操作子１５は、後述するノブ操作子等を含む操作パネル上に配置された操作子群である
。電動フェーダ１６は、フェーダ型の操作子であり、ユーザが操作できるとともに、ＣＰ
Ｕ１０から与えられる駆動制御信号に基づいて操作位置が自動制御される。ＣＵＰ１０は
、操作子１５、電動フェーダ１６及びタッチパネル式ディスプレイ１７の操作に応じて、
カレントデータを調整する。本明細書において「カレントデータを調整する」とは、カレ
ントメモリに記憶されている当該操作に該当するパラメータのカレントデータを、当該操
作に応じた値に変更し、変更後の値をＤＳＰ部１４や表示器１７へ反映することである。
その他Ｉ／Ｏ１８は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子のような、他の周辺機
器と接続するための汎用インターフェースである。
【００１７】
　図２は、図１のミキサ１におけるオーディオ信号に対する信号処理の構成を説明するブ
ロック図である。図２に示す各部の動作は、主にＣＰＵ１０の処理及びＤＳＰ部１４が実
行するマイクロプログラムの処理により実現される。アナログ入力部（Ａ入力）２０及び
デジタル入力部（Ｄ入力）２１は、波形Ｉ／Ｏ１３が実行するオーディオ信号の入力、Ａ
Ｄ変換、フォーマット変換などのオーディオ信号入力機能に相当する。
【００１８】
　入力パッチ部２２は、ユーザの指定に基づいて、Ａ入力２０とＤ入力２１に複数ずつ設
けられている入力ポートそれぞれを、後段の入力チャンネル部２３のいずれかの入力ｃｈ
に割り当てる。なお、本明細書では「チャンネル」という文言を「ｃｈ」と表記すること
がある。
【００１９】
　入力ｃｈ部２３は、４８個の入力ｃｈを持つ。各入力ｃｈは、入力パッチ部２２を介し
て接続された１つの入力ポートから入力されるオーディオ信号に対して、カレントデータ
に基づき、ヘッドアンプゲイン、アッテネータ、ディレイ、フェーズ切り替え、ＥＱ（イ
コライザ）、コンプレッサ、音量レベル、チャンネルオン・オフ、後段のＭＩＸバス２４
へのセンドレベル、及びパン等の各種の信号処理を行い、信号処理後のオーディオ信号を
後段のＭＩＸバス２４のうちの任意の１又は複数のバスへ出力する。
【００２０】
　２４本あるＭＩＸバス２４のそれぞれは、入力ｃｈ部２３から供給されたオーディオ信
号をミキシングし、ミキシング後のオーディオ信号を後段のＭＩＸ出力ｃｈ部２５へ出力
する。
【００２１】
　ＭＩＸ出力ｃｈ部２５は、２４本のＭＩＸバス２４のそれぞれに対応する２４個のＭＩ
Ｘ出力ｃｈを持つ。各ＭＩＸ出力ｃｈは、対応するＭＩＸバス２４から入力されるオーデ
ィオ信号に対して、カレントデータに基づき、ＥＱ、コンプレッサ、音量レベル、及びチ
ャンネルオン・オフ等の各種の信号処理を行い、信号処理後のオーディオ信号を後段の出
力パッチ部２６へ出力する。
【００２２】
　出力パッチ部２６は、ユーザの指定に基づいて、ＭＩＸ出力ｃｈ部２５の各ＭＩＸ出力
ｃｈをアナログ出力部（Ａ出力）２７とデジタル出力部（Ｄ出力）２８に複数ずつ設けら
れている出力ポートのいずれかへ割り当てる。なお、Ａ出力２７及びＤ出力２８は、波形
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Ｉ／Ｏ１３が実行するオーディオ信号のＤＡ変換、フォーマット変換、出力などのオーデ
ィオ信号出力機能に相当する。
【００２３】
　図３はミキサ１の操作パネルの構成例である。操作パネルには、２つのディスプレイ３
０，３１と、４つのｃｈストリップグループ３２～３５と、セレクテッドｃｈ画面ディス
プレイ３６と、セレクテッドｃｈ操作子部３７が設けられている（図１の操作子１５、電
動フェーダ１６、表示器１７に相当）。各ｃｈストリップグループ３２～３５は、それぞ
れ、８本のｃｈストリップ３８からなる。８つのｃｈストリップ３８のそれぞれには、そ
の操作対象となる信号処理ｃｈ（ｃｈ番号の連続する入力ｃｈやＭＩＸ出力ｃｈ）が１つ
ずつ割り当てられる。当該割当は周知の技術を用いて行うものとする。
【００２４】
　１つのｃｈストリップ３８には、１つの電動フェーダ１６及び１つのノブ操作子３９を
含む複数の物理操作子が設けられている。ユーザは、ｃｈストリップ３８に設けられた電
動フェーダ１６を用いて、そのｃｈストリップに割り当てられた信号処理ｃｈの音量レベ
ルのカレントデータを調整できる。さらに、ｃｈストリップ３８に設けられたノブ操作子
３９を用いて、そのｃｈストリップに割り当てられた信号処理ｃｈにおける各種のパラメ
ータのうち、そのノブ操作子３９に割り当てられているパラメータのカレントデータを調
整できる。また、電動フェーダ１６及びノブ操作子３９以外の他の物理操作子についても
同様に、当該ｃｈストリップ３８に割り当てられた信号処理ｃｈにおける各種のパラメー
タのうち、物理操作子ごとに割り当てられているパラメータのカレントデータを調整でき
る。
【００２５】
　２つのディスプレイ３０，３１は、図１の表示器１７に対応するもので、それぞれ、物
理的に独立した表示パネルにより構成され、操作パネル面上に並べて配置される。各ディ
スプレイ３０，３１には、後述するベース画面４０及びポップアップ画面４１など、各種
の情報が表示される。各ディスプレイ３０，３１に表示された各種のパラメータのカレン
トデータを調整するための操作子として、第１ディスプレイ３０には、その近傍に配置さ
れた第１ｃｈストリップグループ３２が対応付けられており、また、第２ディスプレイ３
１には、その近傍に配置された第２ｃｈストリップグループ３３が対応付けられている。
なお、物理的に１つの表示パネル内に複数の独立した領域を設けて、各領域を第１ディス
プレイ３０及び第２ディスプレイ３１とする構成を採用してもよい。
【００２６】
　セレクテッドｃｈ画面ディスプレイ３６は、セレクテッドｃｈ画面を表示するためのデ
ィスプレイであり、第１ディスプレイ３０及び第２ディスプレイ３１とは物理的に独立し
たものとする。セレクテッドｃｈ画面ディスプレイ３６には、複数の信号処理ｃｈの中か
ら選択された１ｃｈに関する複数のパラメータが表示される。セレクテッドｃｈ操作子部
３７には、セレクテッドｃｈ画面ディスプレイ３６に呼び出された１ｃｈに関する複数の
パラメータのカレントデータを調整するための操作子群が配置されている。
【００２７】
　第１ディスプレイ３０及び第２ディスプレイ３１のそれぞれにおいて、ポップアップ画
面が表示される前に表示されている画面（ポップアップ画面とは異なる画面）がベース画
面４０であり、典型的には、ミキサ１の起動直後から表示される「メイン画面」である。
本実施例ではメイン画面をベース画面４０として説明する。
【００２８】
　ベース画面４０は、ディスプレイ１つ分の画面であり、当該ディスプレイに対応するｃ
ｈストリップグループに属する８本のｃｈストリップ３８に対応する８つのｃｈストリッ
プ領域４２を有する。各ｃｈストリップ領域４２には、それぞれ対応するｃｈストリップ
３８に割り当てられた信号処理ｃｈのパラメータのうちの主要な一部のみが表示される。
各ｃｈストリップ領域４２の表示位置は、それぞれ対応するｃｈストリップ３８と縦一列
に並ぶ位置に設定される。ベース画面４０の表示サイズは、ディスプレイの表示パネル全
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面と略同じサイズ（表示領域全体を使う表示サイズ）である。
【００２９】
　ミキサ１の電源投入時には初期設定として、第２ｃｈストリップグループ３３の８つの
ｃｈストリップ３８には左から順に入力ｃｈ１～８が操作対象として割り当てられ、第２
ディスプレイ３１には入力ｃｈ１～８の情報がそれぞれ表示された８つのｃｈストリップ
領域４２から成るベース画面４０が表示され、第１ｃｈストリップグループ３２の８つの
ｃｈストリップ３８には左から順に入力ｃｈ９～１６が操作対象として割り当てられ、第
１ディスプレイ３０のベース画面４０には入力ｃｈ９～１６の情報がそれぞれ表示された
８つのｃｈストリップ領域４２から成るベース画面４０が表示される。
【００３０】
　各ｃｈストリップ領域４２内に設けられた複数のＧＵＩ画像（丸パーツ）４３は、当該
ｃｈストリップ領域４２に対応するｃｈストリップ３８に割り当てられている信号処理ｃ
ｈのパラメータのカレントデータを表示するものであり、丸パーツ４３毎にそれぞれ異な
るパラメータを対象とする。また、丸パーツ４３は、パラメータ選択スイッチとしても動
作するものであり、ユーザによってタッチ操作されたとき、当該操作された丸パーツ４３
が対象としているパラメータが、当該丸パーツ４３の属するｃｈストリップ領域４２に対
応するｃｈストリップ３８に設けられたノブ操作子３９に、割り当てられる。
【００３１】
　各ｃｈストリップ領域４２の上段部（図において網掛けで示した部分）に３つずつ設け
られた四角マスは、それぞれポップアップ画面の表示を指示するためのタッチスイッチ４
４（ポップアップスイッチ）である。各ｃｈストリップ領域４２内の３つのポップアップ
スイッチ４４には、それぞれ異なる機能（イコライザ，ヘッドアンプ，コンプレッサなど
）に関するポップアップ画面が対応付けられている。
　ポップアップ画面４１は、ユーザによりポップアップスイッチ４４が操作されときに、
当該操作が行われたディスプレイ上に一時的に表示される画面であり、いわゆるポップア
ップ表示の手法により、ベース画面４０の上に重ねて表示される。図３では第２ディスプ
レイ３１にポップアップ画面４１が表示されている。
【００３２】
　図４は、ポップアップ画面の表示処理の手順を説明するフローチャートである。いずれ
か一方のディスプレイ３０又は３１においてポップアップ画面の表示指示が検出されたと
き、すなわち、ポップアップスイッチ４４のいずれか１つに対するタッチ操作をユーザが
行ったとき、ＣＰＵ１０は、表示指示のタッチ操作を受け付けたディスプレイを「対象デ
ィスプレイ」、他方のディスプレイを「その他のディスプレイ」として決定し、図４に示
す処理を実行する。
【００３３】
　ステップＳ１において、ＣＰＵ１０は、表示指示されたポップアップ画面が２個まとめ
て表示できるものであるか、１個のポップアップ画面のみを表示するものであるかを、確
認する。ポップアップ画面には、対象ディスプレイに１個のポップアップ画面のみを表示
する１画面用のポップアップ画面（１画面形式でのみ起動できるポップアップ画面）と、
対象ディスプレイとその他のディスプレイに１つずつ、計２個のポップアップ画面をまと
めて表示する２画面用のポップアップ画面（１画面形式で起動できるとともに２画面形式
でも起動できるポップアップ画面）との２種類があり、ポップアップ画面が対象とする機
能毎に、予め、どちらの種類であるかが規定されている。
【００３４】
　表示指示されたポップアップ画面の種類が「１画面用のポップアップ画面」である場合
（ステップＳ２のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ３において、対象ディスプレイに１
個のポップアップ画面４１を起動する。なお、本明細書において、ポップアップ画面やス
イッチ画像を「起動する」とは、当該画面や画像をディスプレイに表示し、当該画面や画
像に操作対象となるパラメータ等を割り当てるとともに、必要に応じて物理操作子に前記
操作対象となるパラメータを割り当てて、当該画面や画像を操作可能な状態とすることを
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言う。ポップアップ画面４１は、表示指示された特定の信号処理機能（タッチ操作された
ポップアップスイッチ４４に対応する機能）の各種設定パラメータのカレントデータを表
示及び編集するためのものであり、８ｃｈ分の情報を１画面で同時に表示するものである
。
【００３５】
　ステップＳ４において、ＣＰＵ１０は、前記ステップＳ３にて起動されたポップアップ
画面４１に、後述する「１画面用のｃｈ選択スイッチ」を起動する。複数ｃｈ分の情報を
１画面で同時に表示するタイプのポップアップ画面４１は「ｃｈ選択スイッチ」を持って
いる。ｃｈ選択スイッチを持つポップアップ画面４１（複数ｃｈ分の情報を１画面で同時
に表示するタイプのポップアップ画面）には、例えばイコライザ，ヘッドアンプ或いはコ
ンプレッサなどの信号処理機能のポップアップ画面がある。
【００３６】
　図５は、ステップＳ３及びＳ４により対象ディスプレイに起動された１画面形式のポッ
プアップ画面４１の構成例である。ポップアップ画面４１は大別してパラメータ領域４５
とツールバー４７からなる。
　パラメータ表示領域４５は、８個のｃｈ毎に各種設定パラメータのカレントデータを表
示及び編集する領域であり、点線で描いた四角枠４８及び実線で描いた丸パーツ４９の縦
並びの１列が１ｃｈ分の各種設定パラメータを示している。パラメータ表示領域４５に表
示された８つの列（８ｃｈ分の四角枠４８及び丸パーツ４９）は、当該ポップアップ画面
４１を表示しているディスプレイに対応するｃｈストリップグループに属する８本のｃｈ
ストリップ３８の１つずつに対応している。ユーザは、ポップアップ画面４１の操作対象
である機能に関して、各ｃｈ毎の各種設定パラメータのカレントデータを、それぞれ対応
するｃｈストリップ３８の操作子を用いて編集できる。
【００３７】
　ツールバー４７には１画面用のｃｈ選択スイッチ４６が表示される。１画面用のｃｈ選
択スイッチ４６は、ポップアップ画面４１に表示される８個、つまり、１つのポップアッ
プ画面に同時に表示する数のｃｈをまとめて選択する（切り替える）スイッチであり、ポ
ップアップ画面４１の操作対象となり得る全てのｃｈ（ミキサが有する全てのｃｈ、すな
わち４８本の入力ｃｈ２３及び２４本の出力ｃｈ２５）を選択できるよう複数個用意され
る。
　例えば、ミキサ１が有する全てのｃｈで連続するｃｈ番号（４８個の入力ｃｈ２３を１
～４８番とし、４９番以降に２４個の出力ｃｈ２５を続ける連続番号）の小さい順に、８
つずつに区切り、８ｃｈ毎の１つのまとまりを１つのｃｈ選択単位とし、ミキサ１が有す
る全てのｃｈが複数のｃｈ選択スイッチ４６のいずれかに属するように、各ｃｈ選択スイ
ッチ４６に対してｃｈ選択単位毎の８ｃｈ（連続するｃｈ番号の８ｃｈ）を割り当てる。
各ｃｈ選択スイッチ４６には、そのスイッチ４６に対応付けられた８ｃｈを示すチャンネ
ル番号（「０１－０８」、「０９－１６」・・・）が表示される。
　ツールバー４７上には、ｃｈ番号が連続する５つのｃｈ選択スイッチ４６だけが同時に
表示されるようになっており、左右カーソルキー５１を用いて５つのｃｈ選択スイッチ４
６全体を左右方向にスクロールすることで、ツールバー４７上に表示される５つのｃｈ選
択スイッチ４６を切り替えることができる。
【００３８】
　また、各ｃｈ選択スイッチ４６には、それぞれ、８本のｃｈストリップ３８を表すｃｈ
ストリップ画像５０が表示される。ｃｈストリップ画像５０は、８本の線画像からなり、
これら線画像により、当該ポップアップ画面４１に表示された８ｃｈの情報を操作対象と
しているｃｈストリップグループ（第１ｃｈストリップグループ３２又は第２ｃｈストリ
ップグループ３３）に属する８本のｃｈストリップ３８を表している。
【００３９】
　複数のｃｈ選択スイッチ４６のうち１つ（図５では、チャンネル番号「１７」～「２４
」のｃｈグループに対応するｃｈ選択スイッチ４６）のみが選択状態となり、当該選択中
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のスイッチ４６に対応する８ｃｈの情報が、当該ポップアップ画面４１のパラメータ表示
領域４５に並べて表示される。選択中のｃｈ選択スイッチ４６は、ツールバー４７に表れ
ている５つのｃｈ選択スイッチ４６のうちの中央に位置されるとともに、選択状態を示す
表示態様（例えば非選択状態とは異なる表示色）で表示され、且つ、当該スイッチ４６の
ｃｈストリップ画像５０（８本の線画像）が、例えば描画線を太くすることにより、強調
表示される。
【００４０】
　前記ステップＳ３によるポップアップ画面４１の起動時には、ＣＰＵ１０は、ベース画
面４０においてタッチ操作されたポップアップスイッチ４４に対応するｃｈを含む８個の
ｃｈ、つまり、対象ディスプレイのベース画面４０に表示されている８個のｃｈに関する
情報を、ポップアップ画面４１のパラメータ表示領域４５に表示し、且つ、これら８個の
ｃｈに関するパラメータを、それぞれ対応するｃｈストリップ３８の操作対象として割り
当てる。
　また、前記ステップＳ４によるｃｈ選択スイッチ４６の起動時には、ＣＰＵ１０は、ベ
ース画面４０にてタッチ操作されたポップアップスイッチ４４に対応するｃｈが属するｃ
ｈ選択スイッチ４６、つまり、対象ディスプレイのベース画面４０に表示中の８個のｃｈ
を選択するためのｃｈ選択スイッチ４６を選択状態とする。すなわち、ＣＰＵ１０は、当
該ｃｈ選択スイッチ４６が中央に位置するように、ツールバー４７上に５つのｃｈ選択ス
イッチ４６を表示するとともに、当該ｃｈ選択スイッチ４６を、選択状態を示す表示態様
で表示し、且つ、そのｃｈストリップ画像５０を強調表示する。
【００４１】
　図４の説明に戻る。ユーザによって表示指示されたポップアップ画面の種類が２画面用
のポップアップ画面である場合（ステップＳ２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ５
において、その他のディスプレイにもポップアップ画面を表示できるかどうかを確認する
。例えば、ＣＰＵ１０は、その他のディスプレイに既に他のポップアップ画面が表示中で
あるかを確認し、表示中でなければ、その他のディスプレイにポップアップ画面を表示で
きるものと判断し、表示中であれば、その他のディスプレイにポップアップ画面を表示で
きないものと判断する。その他のディスプレイにポップアップ画面を表示できない場合は
（ステップＳ６のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、今回表示指示されたポップアップ画面の種類が
２画面用のポップアップ画面であっても、ステップＳ３及びＳ４により、今回表示指示さ
れたポップアップ画面を、２画面形式（図６）ではなく１画面形式（図５）を使って、対
象ディスプレイのみに表示し、表示されたポップアップ画面４１に１画面用のｃｈ選択ス
イッチ４６を起動する。
【００４２】
　今回表示指示されたポップアップ画面の種類が２画面用のポップアップ画面であり（ス
テップＳ２のＹＥＳ）、且つ、その他のディスプレイにポップアップ画面を表示できる場
合（ステップＳ６のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ７において、対象ディスプレイ
に１個のポップアップ画面４１を起動し、且つ、ステップＳ８において、その他のディス
プレイに１個のポップアップ画面４１を起動する。ステップＳ９において、ＣＰＵ１０は
、前記ステップＳ７及びＳ８により表示された各ポップアップ画面４１のツールバー４７
に、それぞれ、後述する「２画面用のｃｈ選択スイッチ」を起動する。つまり、今回表示
指示されたポップアップ画面を、対象ディスプレイとその他のディスプレイのそれぞれに
１つずつ、２画面形式で起動する。
【００４３】
　前記ステップＳ７、Ｓ８及びＳ９により起動された２つの２画面形式のポップアップ画
面４１は、それぞれ、同じ信号処理機能の各種設定パラメータのカレントデータを８ｃｈ
分ずつ表示することで、１６ｃｈ分の情報を同時に表示するポップアップ画面として機能
する。当該２つの２画面形式のポップアップ画面４１はいずれも、表示対象とするｃｈ、
および、ｃｈ選択スイッチとして「１画面用のｃｈ選択スイッチ４６」に替えて後述する
「２画面用のｃｈ選択スイッチ」を表示する点を除き、前記ステップＳ３及びＳ４におい
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て表示される図５の１画面形式のポップアップ画面４１と同様である。２画面形式のポッ
プアップ画面４１をディスプレイ３０，３１に並べて表示することで、当該２つのポップ
アップ画面４１に表示された信号処理機能（イコライザ，ヘッドアンプ，コンプレッサな
ど）の各種設定パラメータのカレントデータを、１６個のｃｈ間のバランスを見ながらｃ
ｈ毎に調整できる。
【００４４】
　２画面用のポップアップ画面４１の起動時、すなわち前記ステップＳ７及びＳ８におい
て、ＣＰＵ１０は、タッチ操作されたベース画面４０の８つのｃｈを含む１６個のｃｈ（
連続するｃｈ番号の１６ｃｈ）に関する情報を、ｃｈ番号順に並ぶように、対象ディスプ
レイとその他のディスプレイにそれぞれ表示するポップアップ画面４１のパラメータ表示
領域４５へ８ｃｈずつ表示し、且つ、これら１６個のｃｈに関するパラメータを、それぞ
れ対応するｃｈストリップ３８の操作対象として割り当てる。
　２画面用のポップアップ画面４１の起動時のｃｈ割り当て方法の一例として、第１ディ
スプレイ３０及び第２ディスプレイ３１の２つのベース画面４０に連続するｃｈ番号の１
６ｃｈが表示される構成であれば、ＣＰＵ１０は、２画面用のポップアップ画面４１の起
動時に、各ベース画面４０に表示されている８ｃｈを、当該ベース画面４０の上にポップ
アップ表示されるポップアップ画面４１に割り当てる。また、別の方法としては、ＣＰＵ
１０は、２画面用のポップアップ画面４１の起動時に、タッチ操作されたベース画面４０
の８つのｃｈを含む１６個のｃｈ（連続するｃｈ番号の１６ｃｈ）を特定し、特定した１
６ｃｈのうちｃｈ番号の小さい順に８ｃｈを１つのまとまりとして、これを第２ディスプ
レイ３１のポップアップ画面４１に割り当て、また、特定した１６ｃｈのうち残りの８ｃ
ｈ（ｃｈ番号の大きい８つ）を第１ディスプレイ３０のポップアップ画面４１に割り当て
る。
【００４５】
　図６は、前記ステップＳ９により、２画面形式のポップアップ画面に表示される「２画
面用のｃｈ選択スイッチ」を示す。２画面用のｃｈ選択スイッチ６０は、対象ディスプレ
イとその他のディスプレイに１つずつ表示された計２つの２画面形式のポップアップ画面
４１で表示する、２画面分１６個のｃｈをまとめて選択する（切り替える）ためのスイッ
チであって、ポップアップ画面４１の操作対象となり得る全てのｃｈ（ミキサが有する全
てのｃｈ、すなわち４８本の入力ｃｈ２３及び２４本の出力ｃｈ２５）を選択できるよう
複数個用意される。例えば、ミキサ１が有する全てのｃｈで連続するｃｈ番号（４８個の
入力ｃｈ２３を１～４８番とし、４９番以降に２４個の出力ｃｈ２５を続ける連続番号）
の小さい順に、１６つずつに区切り、１６ｃｈ毎の１つのまとまりを１つのｃｈ選択単位
とし、ミキサ１が有する全てのｃｈが複数のｃｈ選択スイッチ６０のいずれかに属するよ
うに、各ｃｈ選択スイッチ６０に対してｃｈ選択単位毎の１６個のｃｈ（連続するｃｈ番
号の１６ｃｈ）を割り当てる。ツールバー４７上には、１画面用のｃｈ選択スイッチ４６
と同様に、ｃｈ番号が連続する５つのｃｈ選択スイッチ６０だけが同時に表示されるよう
になっており、左右カーソルキー５１を用いてツールバー４７上に表示される５つのｃｈ
選択スイッチ６０を切り替えることができる。
【００４６】
　また、２画面用のｃｈ選択スイッチ６０には、それぞれ、１６本のｃｈストリップ３８
を表すｃｈストリップ画像６１が表示される。ｃｈストリップ画像６１は、１６本の線画
像からなる。ｃｈストリップ画像６１（１６本の線画像）のうち、図面右側に位置する８
本の線画像が第１ディスプレイ３０に対応する第１ｃｈストリップグループ３２に属する
８個のｃｈストリップ３８を表しており、図面左側に位置する８本の線画像が第２ディス
プレイ３１に対応する第２ｃｈストリップグループ３３に属する８個のｃｈストリップ３
８を表している。
【００４７】
　複数のｃｈ選択スイッチ６０のうち１つ（図６ではチャンネル番号「３３」～「４８」
のｃｈグループに対応するｃｈ選択スイッチ６０）のみが選択状態となり、当該選択中の
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スイッチ６０に対応する１６ｃｈの情報が、対象ディスプレイとその他のディスプレイに
それぞれ１つずつ表示された計２つの２画面形式のポップアップ画面４１の両方のパラメ
ータ表示領域４５に表示される。図６では、チャンネル番号「３３」～「４８」のｃｈグ
ループに対応するｃｈ選択スイッチ６０が選択状態となっている。選択中のｃｈ選択スイ
ッチ６０は、ツールバー４７上に現れた５つのｃｈ選択スイッチのうちの中央に位置し、
且つ、選択状態を示す表示態様（例えば非選択状態とは異なる表示色）で表示される。
【００４８】
　また、選択中のｃｈ選択スイッチ６０のｃｈストリップ画像６１（１６本の線画像）の
うち、そのスイッチ６０が表示されているディスプレイ（第１ディスプレイ３０又は第２
ディスプレイ３１）に対応するｃｈストリップグループ（第１ｃｈストリップグループ３
２又は第２ｃｈストリップグループ３３）を表す８本の線画像は、例えば描画線を太くす
ることにより、強調表示される。つまり、第１ディスプレイ３０に表示されたポップアッ
プ画面４１において選択中のｃｈ選択スイッチ６０では、図面右側に位置する８本の線画
像（第１ｃｈストリップグループ３２を表すｃｈストリップ画像）が強調表示され、また
、第２ディスプレイ３１に表示されたポップアップ画面４１において選択中のｃｈ選択ス
イッチ６０では、図面左側に位置する８本の線画像（第２ｃｈストリップグループ３３を
表すｃｈストリップ画像）が強調表示される。図６では、選択中のｃｈストリップ画像６
１のうち、図面左側に位置する８本の線画像が強調表示されている。ユーザは、ｃｈスト
リップ画像６１の強調表示から、当該スイッチ６０を表示しているポップアップ画面４１
で表示中の８ｃｈの情報が、第１ｃｈストリップグループ３２又は第２ｃｈストリップグ
ループ３３のいずれの操作対象であるかを、視覚的に容易に認識できる。
【００４９】
　２画面用のｃｈ選択スイッチ６０の起動時、すなわち前記ステップＳ９において、ＣＰ
Ｕ１０は、２つのポップアップ画面４１のそれぞれにおいて、タッチ操作されたベース画
面４０の８つのｃｈを含む１６個のｃｈに対応するｃｈ選択スイッチ６０を、選択状態を
示す表示態様で表示し、且つ、第１ディスプレイ３０における選択中のｃｈ選択スイッチ
６０について、そのｃｈストリップ画像６１のうち右側に位置する８本の線画像（第１ｃ
ｈストリップグループ３２を表すｃｈストリップ画像）を強調表示し、また、第２ディス
プレイ３１における選択中のｃｈ選択スイッチ６０について、そのｃｈストリップ画像６
１のうち左側に位置する８本の線画像（第２ｃｈストリップグループ３３を表すｃｈスト
リップ画像）を強調表示する。
【００５０】
　ユーザは、ポップアップ画面４１において、複数のｃｈ選択スイッチ４６又は６０のい
ずれか１つをタッチ操作することで、そのポップアップ画面４１に表示するｃｈ群を選択
する（変更する）指示を行うことができる。図７は、ポップアップ画面４１に表示するｃ
ｈ群を選択する指示が検出されたときに、ＣＰＵ１０が実行する処理を説明するフローチ
ャートである。
【００５１】
　ステップＳ１０において、ＣＰＵ１０は、操作されたｃｈ選択スイッチが１画面用のｃ
ｈ選択スイッチ４６又は２画面用のｃｈ選択スイッチ６０のいずれであるかを確認する。
１画面用のｃｈ選択スイッチ４６の場合（ステップＳ１１のＮＯ）、ステップＳ１２にお
いて、ＣＰＵ１０は、操作されたｃｈ選択スイッチ４６に基づく８個のｃｈ（ｃｈ番号の
連続する８ｃｈ）の情報を、対象ディスプレイのポップアップ画面４１のパラメータ表示
領域４５に表示し、且つ、対象ディスプレイに対応するｃｈストリップグループの操作対
象として割り当てる。更に、ＣＰＵ１０は、今回選択されたｃｈ選択スイッチ４６の表示
態様を、選択状態を示す表示態様に変更し、且つ、当該スイッチ４６のｃｈストリップ画
像５０を強調表示に変更する。
【００５２】
　２画面用のｃｈ選択スイッチ６０の場合（ステップＳ１１のＹＥＳ）、ステップＳ１３
において、ＣＰＵ１０は、タッチ操作されたｃｈ選択スイッチ６０に基づく１６個のｃｈ
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のうち、第１ディスプレイ３０に対応する８個のｃｈ（ｃｈ番号の連続する１６ｃｈのう
ちのｃｈ番号の大きい８個のｃｈ）を、第１ディスプレイ３０のポップアップ画面４１の
パラメータ表示領域４５に表示し、且つ、第１ｃｈストリップグループ３２の操作対象と
して割り当てる。更に、ＣＰＵ１０は、今回選択されたｃｈ選択スイッチ６０表示態様を
、選択状態を示す表示態様に変更し、且つ、当該ｃｈ選択スイッチ６０のｃｈストリップ
画像６１のうち、第１ｃｈストリップグループ３２を表す８本のｃｈストリップ画像６１
（図６の右側の８本の線画像）を強調表示に変更する。
　また、ＣＰＵ１０は、ステップＳ１４において、タッチ操作されたｃｈ選択スイッチ６
０に基づく１６個のｃｈのうち、第２ディスプレイ３１に対応する８個のｃｈ（ｃｈ番号
の連続する１６個のｃｈのうちのｃｈ番号の小さい８個のｃｈ）を、第２ディスプレイ３
１のポップアップ画面４１のパラメータ表示領域４５に表示し、且つ、第２ｃｈストリッ
プグループ３３の操作対象として割り当てる。更に、ＣＰＵ１０は、今回選択されたｃｈ
選択スイッチ６０の表示態様を、選択状態を示す表示態様に変更し、且つ、当該ｃｈ選択
スイッチ６０のｃｈストリップ画像６１のうち、第２ｃｈストリップグループ３３を表す
８本のｃｈストリップ画像６１（図６の左側の８本の線画像）を強調表示に変更する。
【００５３】
　このように、ユーザは、２画面形式で表示されている２つのポップアップ画面４１のい
ずれか一方において１つのｃｈ選択スイッチ６０を操作するだけで、当該２つのポップア
ップ画面４１に表示する１６個のｃｈを、まとめて簡単、迅速且つ正確に変更できる。ま
た、ポップアップ画面の利用状況に応じて１画面のｃｈ選択スイッチ４６又は２画面用ｃ
ｈ選択スイッチ６０のいずれかが起動されるので、ｃｈ選択単位を常に最適な状態に保つ
ことができる。従って、２つのディスプレイ３０，３１を使って２画面用のポップアップ
画面を２つまとめて表示する構成において、ユーザは、チャンネル選択単位を意識するこ
となく、簡単、且つ迅速に２つのポップアップ画面に表示するｃｈ群を変更できる。
【００５４】
　なお、ポップアップ画面４１に表示されたｃｈ選択スイッチが１画面用であるか、又は
、２画面用であるかは、ポップアップ画面４１の起動時（ステップＳ３、Ｓ４，Ｓ７，Ｓ
８，Ｓ９）に決まっているので、ｃｈ選択スイッチの操作があったときに、ＣＰＵ１０が
前記ステップＳ１０，Ｓ１１の判断を行わずに、操作されたスイッチに応じた処理（Ｓ１
２の処理又はＳ１３及びＳ１４の処理）を実行する、という構成も採用できる。
【００５５】
　なお、図５に示す通りツールバー４７において閉スイッチ５２はポップアップ画面を閉
じる指示を行うスイッチである。１画面のポップアップ画面４１において閉スイッチ５２
が操作されたとき、ＣＰＵ１０は、当該ポップアップ画面４１を閉じる処理を行う。また
、２画面形式で表示されている２つのポップアップ画面４１のいずれか一方のポップアッ
プ画面４１で閉スイッチ５２が操作されたとき、ＣＰＵ１０は、当該２つのポップアップ
画面４１の両方を閉じる処理を行う。
【００５６】
　なお、図４のステップＳ５、Ｓ６の変更例として、「その他のディスプレイ」に他のポ
ップアップ画面が表示中の場合は、「その他のディスプレイ」に表示中の他のポップアッ
プ画面を消して、ステップＳ６をとばしてステップＳ７以降の処理へ進み、今回表示指示
されたポップアップ画面４１を２画面形式で、対象ディスプレイとその他のディスプレイ
にそれぞれ１つずつ表示する構成を採用してもよい。ステップＳ５、Ｓ６の更に別の例と
して、他のポップアップ画面を消して２画面形式のポップアップ画面を表示するか、同消
さずに１画面形式のポップアップ画面を表示するか、例えばダイアログ表示を使ってユー
ザに選択させて、ユーザの選択に応じた処理を行う構成を採用してもよい。また、更に別
の例として、他のポップアップ画面を消して２画面形式のポップアップ画面を表示するか
、同消さずに１画面形式のポップアップ画面を表示するかを、他のポップアップ画面の種
類（例えば信号処理機能の種類等）に応じて、あらかじめ決めておく構成を採用してもよ
い。
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【００５７】
　なお、ディスプレイを３つ以上の複数個で構成し、構成された複数個のディスプレイす
べてあるいはその一部複数個を使って、上記実施例で説明したディスプレイ２個の場合と
同様に、使用するディスプレイの数にあわせた数のポップアップ画面の起動を行う構成を
採用してもよい。ディスプレイがｘ個（３以上の複数）ある場合、対象ディスプレイ以外
の全てのディスプレイ（ｘ－１個のディスプレイ）をその他のディスプレイとし、今回表
示指示されたｘ画面用のポップアップ画面の表示が指示されたとき、図４のステップＳ５
，Ｓ６において全てのその他のディスプレイにポップアップ画面を表示できるかどうか確
認し、表示できる場合にはステップＳ７，８，９によりｘ個全てのディスプレイそれぞれ
に、ｘ画面用のｃｈ選択スイッチを含むｘ画面形式のポップアップ画面を１つずつ表示し
、他方、表示できない場合、ステップＳ３，Ｓ４により１画面形式のポップアップ画面を
表示する構成とする。別の例として、複数画面用のポップアップ画面の表示が指示された
とき、図４のステップＳ５，Ｓ６において、その他のディスプレイのうちポップアップ画
面を表示可能な複数ディスプレイ（他のポップアップ画面を未表示のもの）を抽出し、ス
テップＳ７，８，９により抽出された複数画面用のｃｈ選択スイッチを含む複数画面形式
のポップアップ画面を表示する構成としてもよい。
　なお、本発明を適用するミキサ１は、コンソール（操作パネル）、波形Ｉ／Ｏ１３、及
び信号処理部１４が１つの筐体に納められて構成されるものであってもよいし、機能毎に
独立した装置をネットワーク経由で接続するミキシングシステムであってもよい。また、
コンソール（操作パネル）は、ディスプレイ、ｃｈストリップグループなど機能要素毎に
独立しているハードウェアを組み合わせる構成であってもよい。
【符号の説明】
【００５８】
１　デジタルオーディオミキサ、１０　ＣＰＵ、１１　フラッシュメモリ、１２　ＲＡＭ
、１３　波形Ｉ／Ｏ、１４　信号処理部（ＤＳＰ）、１５　操作子、１６　音量レベル調
整用操作子（音量フェーダ）、１７　タッチパネル式表示器、１８　その他Ｉ／Ｏ、１９
　バスライン、２０　アナログ入力部、２１　デジタル入力部、２２　入力パッチ部、２
３　入力チャンネル部、２４　ＭＩＸバス、２５　ＭＩＸ出力チャンネル部、２６　出力
パッチ部、２７　アナログ出力部、２８　デジタル出力部、３０，３１　ディスプレイ、
３２－３５　ｃｈストリップグループ、３６　セレクテッドチャンネル画面表示用ディス
プレイ、３７　セレクテッドチャンネル操作子部、３８　ストリップ、３９　ノブ操作子
、４０　ベース画面、４１　ポップアップ画面、４２　ｃｈストリップ表示領域、４３　
パラメータ選択スイッチ、４４　ポップアップスイッチ、４５　パラメータ表示領域、４
６　１画面用のｃｈ選択スイッチ、４７　ツールバー、５０　１画面用のｃｈストリップ
画像、６０　２画面用のｃｈ選択スイッチ、６１　２画面用のｃｈストリップ画像
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